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環境にやさしいまち
府中市は、環境の国際規格ISO14001
を取得しています
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▲

地
域
で
身
近
な
見
守
り
を

77

　

去
る
８
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
、

東
京
都
区
市
町
村
友
好
代
表
団
の

一
員
と
し
て
、中
国
の
北
京
、蘇
州
、

上
海
を
訪
問
し
、北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
会
の
ち
ょ
う
ど
２
年
前
の
状

況
を
具つ

ぶ
さ

に
見
聞
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。大
変
な
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
、記

憶
の
か
な
た
に
あ
り
ま
す
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
前
の
よ
う
に
、活
気
に

あ
ふ
れ
て
お
り
ま
し
た
。高
速
道
路

や
ド
イ
ツ
製
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ
ー
な
ど
は
、既
に
ほ
ぼ
完
了
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
ほ
か
に
は
、

経
済
特
区
な
ど
で
の
高
層
建
築
物

の
目
白
押
し
で
、ク
レ
ー
ン
が
乱
立

し
て
お
り
、少
な
く
と
も
北
京
、蘇

州
、上
海
で
は
大
変
な
経
済
成
長
の

下
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

東
京
都
と
北
京
市
は
友
好
都
市

の
盟
約
を
結
ん
で
お
り
、区
市
町
村

と
北
京
市
と
は
毎
年
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。私
た
ち
が
表
敬
訪
問
を

し
た
北
京
市
政
府
、同
市
人
民
代
表

大
会
の
幹
部
は
、い
ず
れ
も
俊エ

リ
ー
ト秀
と

い
う
趣
の
30
歳
代
か
ら
40
歳
代
の

若
手
で
、こ
れ
に
は
一
種
の
文カ

ル
チ
ャ
ー化

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。現
在
の

我
が
国
と
は
異
な
る
国
家
登
用「
科

挙
」と「
人
脈
」の
お
国
柄
を
感
じ
ま

し
た
。

　

蘇
州
は
、我
が
愛
唱
歌「
蘇
州
夜

曲
」の
ま
ち
で
、イ
メ
ー
ジ
の
中
の

「
水
の
蘇
州
」は
わ
ず
か
に
面
影
を

残
し
て
お
り
ま
し
た
が
、有
名
な

「
寒
山
寺
」で
鐘
を
つ
い
た
こ
と
や
、

中
国・
日
本
画
の
題
材
で
、長
唄
や

日
本
舞
踊
に
も
な
っ
た「
寒か

ん

山ざ
ん

」「
拾じ

っ

得と
く

」の
逸
話
や
、歌
舞
伎
芝
居
の「
石い

し

切き
り

梶か
じ

原わ
ら

」に
取
り
入
れ
ら
れ
た
、「
莫ば

く

邪や

の
剣つ

る
ぎ

」の
石
を
も
切
り
削
い
た
名

剣
の
話
な
ど
、文
化
の
源
流
に
触
れ

強
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

西
方
見
聞
録

▽情報提供時間　月曜から金曜
日の午前９時～午後５時（ただ
し、祝日、年末年始を除く）
▽対象 市民、市内在勤・在学
で、電子メールを受信できる携
帯電話・パソコン、またはＦＡＸ

◆主な記事◆

２
面

… 

東
京
外
国
語
大
学
と
相
互
友
好
協

定
を
締
結

５
面

… 

府
中
市
美
術
館
企
画
展「
府
中
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ　

美
と
価
値
〜
ポ
ス

ト
バ
ブ
ル
世
代
の
７
人
」

をお持ちの方
▽費用 無料（受信料などは自
己負担）
▽内容
○不審者情報
○犯罪情報

○災害情報
○大規模地震・火災情報
○そのほか市民に伝えるべきと
市長が判断する緊急情報
▽申込み
○携帯電話、またはパソコンに
情報提供を希望する方…登録
メールアドレス（a@anzen.city.f
uchu.tokyo.jp）にタイトル、内容
を入力せずにメールを送信／そ
の後、登録先などを記載した電
子メールが市から送信されます

緊急情報提供サービス緊急情報提供サービス緊急情報提供サービス ので、利用規約を確認後、必要事
項を入力し登録／午前１時～４
時は保守のため登録不可
○ＦＡＸによる情報提供を希望
する方…電話で、地域安全対策
課（３３５・４１４７）へ
※登録した情報は、サービス提
供以外の目的には使用しませ
ん。
※安全な生活を脅かす市内の犯
罪、事件、火災などの情報があり
ましたら、電子メール（fuchu-an
zen@city.fuchu.tokyo.jp）でご連
絡ください。

　市では、毎月20日を「地域安全の日」として、この日を中心に「犯罪を　市では、毎月20日を「地域安全の日」として、この日を中心に「犯罪を
起こさせない、犯罪の起きにくいまち」の実現を目指し、市民や事業者起こさせない、犯罪の起きにくいまち」の実現を目指し、市民や事業者
の皆さんと協力・連携した犯罪防止活動を行っています。の皆さんと協力・連携した犯罪防止活動を行っています。
　10月11日（水）から20日（金）の全国地域安全運動期間中は、防犯意識　10月11日（水）から20日（金）の全国地域安全運動期間中は、防犯意識
の高揚の呼び掛けや各種催しを行います。の高揚の呼び掛けや各種催しを行います。
　一人ひとりの心掛けと地域ぐるみの強いきずなで、安全で安心なま　一人ひとりの心掛けと地域ぐるみの強いきずなで、安全で安心なま
ちづくりにご協力ください。ちづくりにご協力ください。
　問合せは、地域安全対策課安全係（３３５・４１４７）、または府中警　問合せは、地域安全対策課安全係（３３５・４１４７）、または府中警
察署生活安全課（３６０・０１１０）へ。察署生活安全課（３６０・０１１０）へ。

■地域安全市民のつどい
▽日時　10月12日（木）午後２時
▽場所　中央文化セン

ター

▽入場　自由（無料）
▽内容　防犯講演会、防犯活動事例紹介ほか
※車での来場はご遠慮ください。
■車上狙い・ひったくり防止キャンペーン
▽日時　10月20日（金）午後２時／雨天中止
▽場所　府中駅北口広場
■「地域安全・環境美化の日」防犯・清掃キャン
ペーン
▽日時　10月20日（金）午前８時、午後６時
／荒天中止
▽場所　府中駅北口広場
▽内容　防犯やごみのポイ捨て、路上喫煙禁
止などの啓発と清掃活動

全国地域安全運動の主な催し全国地域安全運動の主な催し全国地域安全運動の主な催し全国地域安全運動の主な催し全国地域安全運動の主な催し全国地域安全運動の主な催し全国地域安全運動の主な催し全国地域安全運動の主な催し

• 知らない人について
いかない
• 他人の車に
のらない
•おお声を出す
•すぐ逃げる
• 何かあったらすぐ
しらせる

　子供を犯罪か
ら守るために、
５つの約束「い
かのおすし」を
教えましょう。

　市では、警察署や消防署などから市に提供される不審者出没や犯
罪・災害発生などの緊急情報を、携帯電話やパソコンの電子メール、
ＦＡＸを利用して市民の皆さんに配信する緊急情報提供サービス
「府中市安全安心メール」を行っています。ぜひ、ご利用ください。
　問合せは、地域安全対策課安全係（３３５・４１４７）へ。

全
国
地
域
安
全
運
動

守
ろ
う
よ　

わ
た
し
の
好
き
な　

街
だ
か
ら

守
ろ
う
よ　

わ
た
し
の
好
き
な　

街
だ
か
ら

守
ろ
う
よ　

わ
た
し
の
好
き
な　

街
だ
か
ら
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委
員
を
委
嘱

民
生
・
児
童
委
員

　

10
月
１
日
付
け
で
、新
た
に
次

の
方
が
民
生
・
児
童
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉
推
進
課

社
会
福
祉
係（
３
３
５
・
４
１
８

２
）へ
。

（
敬
称
略
）

▽
長
島
敬
子（
３
６
１
・
４
２
２

６
）／
宮
西
町
１
・
２
丁
目
区
域
担

当

　

９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、任

期
満
了
に
伴
う
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
に
次
の
方
々
を
委
嘱
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
、10
月
１
日
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
２
年
で
す
。

　

問
合
せ
は
、オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
事
務
局（
３
６
６
・
１
７
１
１
＝

市
民
相
談
室
内
）へ
。

（
敬
称
略
）

開
か
れ
た
市
政
の
た
め
に

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

の
委
嘱

　

10
月
11
日（
水
）か
ら
17
日（
火
）

は
、「
違
反
建
築
防
止
週
間
」で
す
。

建
築
基
準
法
に
は
、国
民
の
生
命
・

健
康
・
財
産
を
守
る
た
め
、地
震
や

火
災
な
ど
に
対
す
る
安
全
性
や
、

建
築
物
の
敷
地
、周
囲
の
環
境
な

ど
に
つ
い
て
必
要
な
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
建
築
は
、建
築
主
が
法
令
を

遵
守
し
て
建
築
す
る
意
識
が
あ
れ

ば
、防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
も
、建
築
の
手

続
き
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
は
、建
築
指
導
課
建
築

監
察
係（
３
３
５
・
４
４
７
８
）へ
。

■
建
築
の
手
続
き
の
流
れ

①
建
築
計
画
…
居
住
性
、安
全
性
、

耐
久
性
を
考
え
た
建
物
を
設
計

し
、近
隣
の
方
々
に
建
物
の
計
画

概
要
を
説
明
す
る

②
確
認
申
請
…
建
築
工
事
に
着
手

す
る
前
に
、建
築
確
認
を
受
け
る

③
工
事
…
工
事
監
理
者
と
工
事
施

工
者
を
届
け
出
て
、現
地
の
見
や

す
い
と
こ
ろ
に
確
認
が
あ
っ
た
旨

の
表
示
を
す
る

④
中
間
検
査（
一
定
規
模
以
上
）…

中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
を
受
け

る⑤
完
了
検
査
…
完
成
後
、完
了
検

査
を
受
け
、検
査
済
証
の
交
付
を

受
け
る

■
小
澤
俊
夫
氏（
再
任
）

■
小
西
厚
子
氏（
再
任
）

天神町４の23／70
歳／弁護士

住吉町１の84／69
歳／元帝京大学教授

加
入
は
お
済
み
で
す
か

交
通
災
害
共
済

▽
対
象

○
市
内
に
住
民
票
、ま
た
は
外
国

人
登
録
原
票
が
あ
る
方

○
加
入
す
る
方
と
生
計
を
共
に

し
、就
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し

て
い
る
方

▽
共
済
期
間　

申
込
み
の
翌
日
か

ら
平
成
19
年
３
月
31
日（
土
）

▽
会
費

○
Ａ
コ
ー
ス
…
１
０
０
０
円（
見

舞
金
最
高
額
３
０
０
万
円
）

○
Ｂ
コ
ー
ス
…
５
０
０
円（
見
舞

金
最
高
額
１
５
０
万
円
）

▽
申
込
み 
市
役
所
５
階
地
域
安

全
対
策
課
・
１
階
総
合
窓
口
課
、各

文
化
セ
ン

タ
ー

へ

※
70
歳
以
上
の
方
、３
歳
以
上
の

未
就
学
児
、生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
、身
体
障
害
者
手
帳
１
〜

３
級
・
愛
の
手
帳
１
〜
３
度
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
〜
３
級

の
方
、17
歳
以
下
の
子
供
が
い
る

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、市
の
会
費
負
担
で
Ｂ
コ
ー
ス

に
加
入
で
き
ま
す
。な
お
、申
込
み

の
際
に
こ
れ
ら
を
証
明
で
き
る
も

の
が
必
要
で
す
。

※
小
・
中
学
生
と
消
防
団
員
の
方

は
、市
で
Ｂ
コ
ー
ス
に
一
括
加
入

し
て
い
ま
す
の
で
、加
入
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
Ｂ
コ
ー
ス
に
申
込
み
を
し
た
方

で
、Ａ
コ
ー
ス
へ
の
変
更
を
希
望

す
る
方
は
、５
０
０
円
を
自
己
負

担
す
る
こ
と
で
、Ａ
コ
ー
ス
に
変

更
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ 

地
域
安
全
対
策
課
安

全
係（
３
３
５
・
４
１
４
７
）

建
築
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
な
ま
ち
に

違
反
建
築
防
止
週
間

　

市
で
は
、地
震
に
よ
る
家
具
の

転
倒
を
防
止
す
る
た
め
、次
の
と

お
り
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
へ

家
具
転
倒
防
止
器
具

取
付
け
・
配
送

　

10
月
22
日（
日
）か
ら
31
日（
火
）

に
、駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。期

間
中
は
、関
係
機
関
と
協
力
し
て

駅
周
辺
の
自
転
車
放
置
防
止
を
呼

び
掛
け
ま
す
。

　

現
在
、市
内
の
各
駅
周
辺
に
は

合
わ
せ
て
約
１
２
０
０
台
の
放

置
自
転
車
が
あ
り
ま
す
。「
私
の
１

台
く
ら
い
な
ら
」と
い
う
気
持
ち

が
様
々
な
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　

自
転
車
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と

り
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、地
域
安
全
対
策
課

施
設
管
理
係（
３
３
５
・
４
０
６

９
）へ
。

■
放
置
自
転
車
と
は

　
「
放
置
自
転
車
」と
は
、道
路
、駅

前
広
場
な
ど
公
共
の
場
所
に
置
か

れ
て
い
る
自
転
車
で
、利
用
者
が

自
転
車
を
離
れ
、直
ち
に
移
動
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
の
も
の

を
い
い
ま
す
。買
い
物
な
ど
の
た

め
に
、ほ
ん
の
少
し
の
間
だ
け
置

い
た
自
転
車
で
も
、視
覚
障
害
の

放
置
自
転
車
は
迷
惑
で
す

駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

あ
る
方
や
車
い
す
を
利
用
す
る

方
、高
齢
者
の
通
行
の
妨
げ
と
な

る
ば
か
り
で
な
く
、災
害
時
に
は

緊
急
車
両
の
進
路
を
ふ
さ
ぐ
な
ど

大
き
な
障
害
に
な
り
ま
す
。自
転

車
は
決
め
ら
れ
た
自
転
車
駐
車
場

へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
転
車
駐
車
場
の
ご
利
用
を

　

市
内
の
各
駅
周
辺
に
18
か
所
の

有
料
駐
車
場
と
21
か
所
の
無
料
駐

車
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
駅
に
近
い
方
は
歩
き
ま
し
ょ
う

　

駅
か
ら
８
０
０
メ
ー

ト
ル

以
内
の
方

が
歩
い
て
駅
を
利
用
す
る
と
、駅

周
辺
の
放
置
自
転
車
は
大
幅
に
解

消
さ
れ
ま
す
。健
康
の
た
め
に
も

駅
ま
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

■
ち
ょ
こ
・
り
ん
・
ス
ポ
ッ
ト
に
つ

い
て

　

府
中
駅
前
再
開
発
事
業
な
ど
に

よ
る
駅
周
辺
の
店
舗
用
自
転
車
駐

車
場
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
期

間
、臨
時
暫
定
的
に
け
や
き
並
木

歩
道
部
分
に
買
物
客
な
ど
短
時
間

利
用
者
の
自
転
車
置
場「
ち
ょ
こ
・

り
ん
・
ス
ポ
ッ
ト
」を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

利
用
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後

８
時
の
間
で
３
時
間
以
内
で
す
。

時
間
外
及
び
３
時
間
以
上
駐
車
す

る
方
は
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
「
点
字
ブ
ロ
ッ
ク（
視
覚
障
害

者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
）」は
、歩
道

上
に
連
続
し
て
設
置
さ
れ
て
い

る
突
起
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、視
覚
障
害
の

あ
る
方
が
安
全
に
歩
行
で
き
る

よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、周
囲
に
自
転
車
な
ど
を
放
置

す
る
と
、思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。放
置
は
絶
対
に
や
め
て

く
だ
さ
い
。

■
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に

　

道
路
交
通
法
で
は
、自
転
車
の

走
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
歩
道
を

走
行
す
る
場
合
は
車
道
側
を
徐
行

し
、ま
た
歩
行
者
の
妨
げ
に
な
る

場
合
は
一
時
停
止
を
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。自
転
車
と

人
と
の
衝
突
に
よ
る
死
亡
事
故
も

発
生
し
て
い
ま
す
。歩
道
で
は
自

転
車
よ
り
歩
行
者
が
優
先
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
に
走
行
し

ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
に
は
防
犯
登
録
を

　

自
転
車
の
所
有
者
に
は
、防
犯

登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。必
ず
防
犯
登
録
を
し
、自
転
車

に
は
住
所
、氏
名
を
明
記
し
ま

し
ょ
う
。

け
・
配
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯

①
70
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ

れ
た
世
帯

②
介
護
保
険
で
要
介
護
３
以
上
の

方
が
い
る
世
帯

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、ま

た
は
愛
の
手
帳
１
・
２
度
を
お
持

ち
の
方
が
い
る
世
帯

※
こ
の
事
業
に
よ
る
器
具
を
、す

で
に
３
組
取
付
け
・
配
送
し
て
い

る
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
内
容 

家
庭
で
所
有
す
る
家
具

に
、転
倒
防
止
器
具（
突
っ
張
り

棒
・
下
敷
き
・
チ
ェ
ー
ン
・
Ｚ
型
金

具
）を
１
世
帯
３
組
ま
で
無
料
で

取
付
け
、ま
た
は
配
送

※
突
っ
張
り
棒
は
、１
世
帯
１
組

ま
で
に
な
り
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

①
②
は
高

齢
者
支
援
課
管
理
係（
３
３
５
・

４
０
１
１
）、③
は
障
害
者
福
祉

課
生
活
係（
３
３
５
・
４
５
４
５
）

へ

お
詫
び
と
訂
正

　

10
月
１
日
号
の「
広
報
ふ
ち
ゅ

う
」の
４
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

た「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
」

の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
誤　

府
中
新
町
診
療
所　

新
町

２
の
62

○
正　

府
中
新
町
医
院　

新
町
２

の
64

○
誤　

あ
お
ば
内
科
泌
尿
器
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

○
正　

お
お
ば
内
科
泌
尿
器
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

○
誤　

府
中
日
進
町
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

○
正　

府
中
日
新
町
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

　市では、９月13日に東京外国語大学と
「国立大学法人東京外国語大学と府中市
の協働・連携に関する相互友好協定」を締
結しました。この協定は、人材育成、施策
の充実、学術研究の向上や地域社会の発
展に寄与することを目的とし、「国際化・
都市間交流」「生涯学習・教育」「防災」「人
材育成」「情報発信」「施設の相互利用」に
ついて協働・連携を行うものです。これま
でも、友好都市ウィーン市ヘルナルス区
との交流事業、児童・生徒の学習支援、生
涯学習センターでの市民講座など、様々
な分野で連携事業を実施してきました
が、今後は、多文化・多言語社会の構築な
ど、それぞれの資源や専門性を生かした

新しい分野での協働・連携を進めていき
ます。
　問合せは、総務部企画課（３３５・４０
１０）へ。

▲力強い握手で協定を締結

東京外国語大学と相互友好協定を締結
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ナイトハイク参加者募集ナイトハイク参加者募集
歩こう府中！子どもサーキット

ナイトハイク参加者募集ナイトハイク参加者募集

子育てひろば「ほののぼ」
参加者募集

　在宅で子育てしている親子を対象
に、子育てひろば事業を開催します。
▽日時 ①11月８日（水）から12月14日
（木）、②11月10日（金）から12月22日
（金）午前10時～正午（各全６回）
▽会場 矢崎幼稚園
▽対象 ①０歳児とその親、②１歳児
とその親
▽定員 ①先着10組、②先着８組
▽費用 無料
▽内容 親子交流、子育ての相談・情報
提供ほか
▽申込み・問合せ　子育て支援課推進
係（３３５・４１９２）へ

子育てひろば「はじめte
アート」参加者募集

　親子で美術鑑賞や親子交流を通じて
リフレッシュや友達づくりができるよ
うに、府中市美術館を利用した子育て
ひろばを実施します。
▽日時 11月１日（水）午前10時～正午
▽会場 府中市美術館
▽対象 １歳児とその親
※対象児以外を連れての参加はできま
せん。
▽定員 先着10組20人
▽費用 200円（常設展観覧料）
▽内容 親子遊び、学芸員の解説によ
る常設展の観覧
▽申込み 電話で、子育て支援課へ
▽問合せ 子育て支援課推進係（３３
５・４１９２）、または府中市美術館（３
３６・４８５５）

高齢者軽スポーツ大会

▽日時 10月25日（水）午前９時～午後
３時／雨天の場合は26日（木）
▽会場 市民陸上競技場
▽対象 55歳以上の市民（免許証や保
険証など年齢の確認できるものを持

参）
▽種目 パン食い競走、風船割り、紅
白玉入れなど12種目
※一般参加の方は、リレー以外の１
種目だけに参加できます。
※車いすを利用している方が参加で
きる種目もありますので、参加を希
望する方は前日までに、高齢者支援
課へご連絡ください。
▽申込み 当日午前８時40分まで
に、直接会場へ
※車での来場はご遠慮ください。
▽問合せ 高齢者支援課管理係（３
３５・４０１１）

子ども読書活動
市民わいわい交流会

▽日時 10月25日（水）午後２時～４
時
▽会場 スクエア21・女性セン

ター

▽対象 子供と本に関心がある18歳
以上の方
▽定員 先着50人
▽費用 無料
▽内容 講演「今、なぜ、わらべうた
なのか」、意見交換
▽講師 市村久子氏（わらべうた研
究家）
▽申込み 当日直接会場ヘ
▽問合せ 中央図書館（３６２・８６
４７）

観光ガイドツアー「そば好きにお
すすめ～こだわりの逸品を発見！
体験！府中ワールド」
　緑豊かな散歩道を巡り、代表的な
市内の施設と今、花が見ごろの白そ
ば・赤そば畑を観光案内人ボラン
ティアが徒歩で案内します。また、打
ちたてのそばを食体験します。
▽日時 10月18日（水）午前９時～午
後２時
▽集合場所　東府中駅南口
▽定員 先着20人
▽費用 1000円（そば代、保険代ほ
か）
▽行程 東府中駅～東京競馬場～三

千人塚～そば畑～サントリー武蔵野
ビール工場～そば処
▽申込み 電話で、府中市観光協会
事務局へ
▽問合せ 府中市観光協会事務局
（３３５・４０９５＝経済観光課内）、
または観光情報セン

ター（３０２・２００
０）

地域安全リーダー講習会

▽日時 11月18日（土）午前９時
▽会場 中央文化セン

ター

▽対象 市内の自治会などの防犯活
動に積極的に参加できる市民、市内
在勤の方
▽定員 先着20人
▽内容 犯罪状況の把握、防犯活動
の実施方法、まちの安全点検ほか
▽申込み・問合せ　地域安全対策課
安全係（３３５・４１４７）へ

スポーツ指導者講習会

▽日時 10月21日（土）午後７時～９
時
▽会場 トヨタ府中スポーツセン

ター（北
山町３の５）
▽対象 スポーツ団体の監督・コー
チ
▽定員 先着50人
▽費用 無料
▽内容 トレーニング方法について
▽講師 トヨタ自動車アルバルクト
レーナー
▽申込み・問合せ　体育課振興係（３
３５・４４９９）へ

ＰＴＡ家庭教育学級「大人と
子供のための読みきかせの会 
in 府中一小」
▽日時 10月30日（月）午前10時～11時
15分
▽会場 一小
▽入場 自由（無料）
▽内容 ピアノの演奏と読み聞かせ、
伝統的な邦楽器を知る
▽講師 中井貴恵氏（女優）ほか
▽主催 一小ＰＴＡ
※上履き、靴を入れる袋を持参してく
ださい。
▽問合せ 生涯学習課企画振興係（３
３５・４４６４）

技術講習会「マイクロマシン
技術によるバイオ・化学への
応用」
▽日時 10月25日（水）午後６時～８時
▽会場 むさし府中商工会議所
▽定員 先着30人
▽内容 マイクロマシン技術を用いた
バイオチップと化学チップの最新動向
の解説
▽講師 森島圭祐氏（東京農工大学助
教授）
▽申込み 電話、またはＦＡＸ（３５
２・４１００）で工業技術情報セン

ターへ
▽問合せ 工業技術情報セン

ター（３３５・４
４７４）

悪質な訪問販売に
ご注意ください

　住宅用火災警報器の設置義務化に伴
い、悪質業者が消防署員を装い法外な
価格で販売することが懸念されます。
消防署員が住宅用火災警報器などを販
売することはありません。
　また、突然の訪問で巧みに消費者の
弱点をつかみ、高級な布団や健康食品、
健康器具を買わされる被害が多発して
ます。言葉に惑わされず、必要のないも
のははっきりと断りましょう。
　問合せは、経済観光課消費生活係（３
３５・４１２４）、消費生活相談室（３６
０・３３１６）、または府中消防署（３６
６・０１１９）へ。

▽日時 11月25日（土）午後１時～
８時半／雨天中止
▽集合・解散場所　すずかけ公園
▽対象 小学３年生以上で、保護
者が同伴できる方、または20歳以
上の責任者が同伴できるグループ
▽定員 300人（抽せん）
▽費用 600円（傷害保険料・軽食
代などを含む）／当日受付で納付
▽行程 すずかけ公園～甲州街道
～けやき並木～府中駅～飛田給駅
～スタジアム通り～人見街道～野
川公園～永福寺～多磨霊園～浅間
山公園広場～一本木通り～府中天
神町幼稚園～北府中公園～富士見
通り～すずかけ公園（約13キロメー

トル）
▽申込み 10月18日（水）まで（当
日消印有効）に、はがきに参加者全
員の住所、氏名（ふりがな）、年齢、
学校名・学年、電話番号を記入し

て、〒183－8703子ども家庭部児童
青少年課「ナイトハイク」係へ
※10人以上のグループは、決められ
た用紙（市役所６階児童青少年課に
用意）で、児童青少年課へ。
■ナイトハイク同行ボランティア募
集
▽対象 18歳以上
で青少年活動に関
心があり、約13キ
ロメー

トルを歩ける健康
な方
▽定員 30人（抽せ
ん）
▽内容 ナイトハ
イクに同行し、参
加者の安全確保な
どの手伝い
▽申込み 10月18
日（水）までに、電

話で児童青少年課へ
※説明会と実地踏査を10月28日（土）
午後２時～７時半に行います。

◇　　　◇　　　◇
▽問合せ 児童青少年課青少年係
（３３５･４４２７）

▲楽しい親子交流の場です

▲スポーツで楽しい時間を
▲みんなで頑張って歩こう

▲そばの花が見ごろです
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ご意見をお聞かせください
体育施設整備構想素案

　市では、「スポーツタウン府中」を実
現するため、市民が自立してスポーツ
活動を継続し、また、スポーツに対する
意識を高められるように、市の中核的
な体育施設である市民健康センターの
整備構想素案を作成しました。
　この素案は、10月22日（日）まで、総
合・各地域体育館、市のホームページ
（http://www.city.fuchu.tokyo.jp/）でご
覧になれます。
　問合せは、体育課計画推進担当（３３
５・４４６９）へ。
■素案の基本的な考え方
○だれもがスポーツの楽しさ・価値を
享受できる環境の整備
○スポーツによる交流機会の創出や子
供たちを育成できる環境の整備
○一流選手の試合などを見て楽しめる
環境の整備
■意見の募集
　この素案について、皆さんのご意見
をお寄せください。
▽提出方法　10月31日（火）まで（当日
消印有効）に、意見・提案を記入して、総
合体育館（〒183－0025矢崎町５の５）
へ／ＦＡＸ（３６０・９８５６）、または
電子メール（taiiku01@city.fuchu.tokyo.
jp）可
■ポスターセッション
▽日時 ①10月16日（月）午前10時～午
後５時（雨天順延）、②10月22日（日）午
前10時～午後５時
▽会場 ①フォーリス前、②総合体育
館
▽内容 素案のパネル展示・説明、意見
の募集

小冊子「平成18年度版子育て
のたまて箱」無料配布中

▽配布場所　市役所６階子育て支援
課、子ども家庭支援セン

ター「たっち」
▽内容 主に妊娠時から小学校就学前
の子供を対象とした市の事業や子育て
についての様々な情報を掲載

▽問合せ 子育て支援課推進係（３
３５・４１９２）

近代和風建築総合調査

　都教育委員会が実施する近代和風
建築総合調査に伴い、市では、主に明
治元年から昭和20年代に建築された
建造物の調査を実施しています。
　市職員が建物の外観からみて調査
を行いますので、ご理解・ご協力をお
願いします。
　問合せは、文化財担当（３３５・４
４７３）へ。

10月16日（月）から22日（日）
秋の行政相談週間
　国や公社などの仕事についての苦
情や意見・要望があるときは、総務大
臣から委嘱された行政相談員が相談
に応じます。
　市では、行政相談週間にちなみ、次
のとおり地域行政相談所を開設しま
す。お気軽にご利用ください。
▽日時 10月18日（水）午後２時～４
時
▽場所 武蔵台文化セン

ター

▽費用 無料
▽問合せ 市民相談室（３６６・１７
１１）

早期発見が大切です
胃がん検診

▽日程 12月５日・12日（火）・13日・
20日（水）、平成19年１月９日（火）・11
日（木）・12日（金）・15日（月）から17日
（水）・19日（金）・23日（火）から25日
（木）・29日（月）から31日（水）の午前
中
▽会場 都多摩がん検診セン

ター（武蔵台
２の９）
▽対象 昭和51年以前生まれの市民

※次の方は受診できません。
○食道、胃、十二指腸などの手術を受
けた方、または現在、病気治療中、経
過観察中の方
○妊娠中、またはその可能性のある
方
○過去１年以内に手術をした方、ま
たは心臓病や脳血管疾患を発病した
方
○重度の病気で治療中の方
○腸閉塞を起こしたことのある方
○過去にバリウムを飲んでアレル
ギー過敏症状があった方
○自力で立ち続けること、または撮
影台の手すりを自分でつかむことが
困難な方
○職場などで受診の機会がある方
○平成18年度に市の胃がん検診を受
けた方
〇技師の指示に従ってスムーズに動
くことが困難な方
▽定員 760人（抽せん）
▽費用 無料
▽内容 バリウムによる胃のＸ線間
接撮影
▽申込み 10月17日（火）まで（当日
消印有効）に、往復はがき（１人１枚）
に住所、氏名（ふりがな）、生年月日、
性別、電話番号、返信用あて名を記入
して、保健セン

ター分館「胃がん検診」係（〒
183－0055府中町１の30）へ／検診
日は後日通知
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係
（３６８・６５１１）

身体障害者療護施設みずき
デイサービス利用者の拡大
　身体障害者療護施設みずき（朝日
町３の17）のデイサービス利用者数
を拡大します。これに伴い、次のとお
り利用者を募集します。
▽対象 身体障害がある方で、障害
者程度区分３以上の市民
▽内容 障害者自立支援法の生活介
護事業、入浴・食事の介護、創作的活
動ほか
※送迎も行ないます。
▽申込み 10月31日（火）までに、電

話で身体障害者療護施設みずきへ
▽問合せ 障害者福祉課援護係（３３
５・４１６２）、または身体障害者療護
施設みずき（３５２・００８１）

マッサージチェアを設置

　市では、宝くじの助成を受けてマッ
サージチェアを武蔵台文化センターに
１台設置しました。
　ぜひ、ご利用ください。
　問合せは、文化コミュニティ課管理
係（３３５・４１３７）へ。

■障害福祉計画検討協議会
　10月18日（水）午後４時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は前日ま
でに、障害者福祉課へ／問合せは同課
生活係（３３５・４５４５）へ
■総合計画課題別検討協議会
　10月21日（土）午前10時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方（先着10
人）は当日直接会場へ／問合せは企画
課総合計画担当（３３５・４０３７）へ
■福祉のまちづくり推進審議会
　10月27日（金）午前10時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方（先着10
人）は前日までに、地域福祉推進課へ／
問合せは同課社会福祉係（３３５・４１
６１）へ

▽日程 11月６日（月）・７日（火）／１泊２日
▽集合時間・場所　午前８時15分に大國魂神社北の府
中サウスビル前
▽対象 市民
▽定員 40人（抽せん）
▽費用 13000円（宿泊費、食事代、保険料などを含む）
／ただし、持ち帰りのりんご代は自己負担
▽内容 姉妹都市佐久穂町の見学とりんご狩り
▽申込み 10月17日（火）まで（必着）に、往復はがき（１
人１枚）に、住所、氏名、年齢、電話番号、返信用あて名を
記入して、府中友好都市交流協会事務局「りんご狩り｣
係（〒183－8703生活文化部市民活動支援課内）へ
▽問合せ 府中友好都市交流協会事務局（３３５・４１
３１＝市民活動支援課内）

▲
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姉妹都市 佐久穂町

友好訪問・りんご狩り

▲自然とりんごの味を満喫できます
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　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープン・カレッジ」／
Ｆ
　講座名・日程は下の表のとおり　語
学室／定員各30人／無料（希望者のみ
テキスト代が別に必要）／申込みは各
講座の初回の前日まで（必着）に、はが
き、またはＦＡＸ（336・5709）に希望講
座名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話

番号を記入して、当セン
ター学習事業係へ

／電子申請、講座応募箱での申込み
可／定員を超えた場合のみ参加の可
否を連絡
■陶芸体験教室
　①11月11日（土）午前10時～正午・
18日（土）午後１時～２時半、②11月
11日（土）午後１時半～３時半・18日
（土）午後３時～４時半　工房１ほか
／対象は16歳以上の市民／定員各20
人（抽せん）／費用500円（教材費）／
内容は玉作り、自由製作／講師は当
セン
ター陶芸ボランティア／申込みは10月
20日（金）まで（当日消印有効）に、往
復はがきに講座名、希望日時（①、ま
たは②）、住所、氏名（ふりがな）、年
齢、電話番号、返信用あて名を記入し
て、当セン

ター学習事業係へ／電子申請可
■ふちゅうカレッジ市民企画講座～
国際理解を深めるリレー講座「中東
の人々の多様な暮し」／Ｆ
　日程・内容・講師は下の表のとおり
　研修室／対象は平成３年４月１日
以前生まれの市民、市内在勤・在学の
方／定員70人（抽せん）／無料／申込

みは10月20日（金）まで（当日消印有
効）に、往復はがきに講座名、住所、氏
名（ふりがな）、年齢、電話番号、返信
用あて名を記入して、当セン

ター学習事業
係へ／電子申請可

生涯学習セミナー
　　　　　　受講生募集

教養セミナー

■学びの森の散歩道「時代を翔けた
女性たち」／Ｆ
　日程・内容・講師は下の表のとおり
　研修室／定員70人（抽せん）／費用
2000円

■東京外国語大学連携講座「中国の近
現代の歴史」／Ｆ
　日程・内容は下の表のとおり　研修
室／定員70人（抽せん）／費用2000円／
講師は佐藤公彦氏（東京外国語大学教
授）

◇　　　◇　　　◇
　対象は平成３年４月１日以前生まれ
の市民、市内在勤・在学の方／申込みは
10月20日（金）まで（当日消印有効）に、
往復はがきに希望講座名、住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号、返信用あ
て名を記入して、当セン

ター学習事業係へ／
電子申請可

講 座 名 日　程 全回数

人・ことば・文化
11月１日・８
日（水）

2

日本の国際化と日本
語教育

11月10日・17
日・24日（金）

3

「源氏物語」への誘い
～その全貌早わかり

11月13日・20
日・27日（月）

3

アメリカの学校で日
本語を教える

11月22日・29
日（水）

2

※時間はいずれも午前10時～11時50分。

◆ふちゅうカレッジ市民企画講座◆
回 日　　程 内　　　容 講　師

1 11月７日（火） 砂漠に暮らす～遊牧の民と聖者の墓 赤堀雅幸氏
（上智大学助教授）

2 11月14日（火） 変わりゆく中東の農村と農業～石油の富の影で 長澤栄治氏
（東京大学教授）

3 11月21日（火） イスラームとジェンダー 山岸智子氏
(明治大学助教授）

4 11月28日（火） 中東の町に暮らす～市場のけん騒と祈りの声 三浦　徹氏
（お茶の水女子大学教授）

5 12月５日（火） ユダヤ教、キリスト教、イスラーム 飯塚正人氏
（東京外国語大学助教授）

※時間はいずれも午後２時～4時半。

◆東京外国語大学連携講座◆
回 日　　程 内　　　容

1 11月24日（金） アヘンのための戦い～1840から1860

2 12月１日（金） 中国の改革と日清戦争～眠れるししはなぜ負けたか。西太后と日清海軍論

3 12月８日（金） 世紀転換期の中国・帝国主義の時代～義和団事件と日露戦争

4 12月15日（金） 辛亥革命～「帝国」皇帝制から「民国」へ、孫文と日本

5 12月22日（金） 対華21か条要求と五四運動～第一次大戦期の中国と日本、反日ナショナリズムのぼっ興
※時間は、いずれも午後２時～４時。

◆学びの森の散歩道◆
回 日　　程 内　　容 講　　師

1 11月12日（日） 生死を見据えた恋歌～中城ふみ子 本田成親氏
（作家）

2 11月19日（日） 輝ける日本の八女帝 小石房子氏
（作家）

3 11月26日（日） シシリー・ソンダースとキューブラ・ロス 米沢　慧氏
（評論家）

4 12月３日（日） ハリエット・ピーチャー・ストウと「アンクル・トムの小屋」が社会にもたらした衝撃
本間千枝子氏
（作家）

5 12月10日（日） 伸びやかな性～平林らいてふ 芹沢俊介氏
（評論家）

※時間は、いずれも午後２時～４時。

人）
■クリスマス・ミュージアムコン
サート「『浄夜』ウィーンから現代へ
～弦楽アンサンブルの世界」
　12月23日（祝）午後５時半　エント
ランスホール／無料／曲目はシェー
ンベルク…「浄夜」ほか／演奏はクァ
ルテット・エクセルシオ
■ギャラリートーク
　10月28日、12月９日（土）・24日（日）
午後１時～２時　企画展示室／無料
（観覧料が別に必要）／内容は展示作
品の解説／講師は当館学芸員／当日
直接企画展示ロビーへ

　11月23日（祝）午後２時～３時半　
講座室／先着60人／無料／講師は水
沼啓和氏（千葉市美術館学芸員）
■美術館講座～講演会「脱資本主義
とセルフ・エデュケーション」／Ｆ
　11月25日（土）午後２時～３時半　
講座室／先着60人／無料／講師は熊
倉敬聡氏（慶応義塾大学教授）
■美術館講座～講演会「現代の美の
行方～府中ビエンナーレによせて」
／Ｆ
　12月９日（土）午後２時～３時半　
講座室／先着60人／無料／講師は当
館学芸員
■美術館講座～講演会「『資本論』と
美術」／Ｆ
　12月17日（日）午後２時～３時半　
講座室／先着60人／無料／講師は当
館学芸員
■ぬりえでコラボ！
　10月21日（土）から12月24日（日）
　企画展示ロビー／無料（観覧料が
別に必要）／内容は出品作家７人の
作品の塗り絵／12月24日（日）に「作
家賞」「クリスマス賞」を選び、受賞者
に賞品を贈呈
■「純粋詩」「量子詩」朗読会
　12月16日（土）午後１時　企画展示
室／無料（観覧料が別に必要）／出演
は西　陽子（声楽家）、松井　茂（詩

高校生300（240）円、小・中学生150
（120）円／常設展観覧料を含む／
（　）内は20人以上の団体割引／未就
学児、障害者手帳などをお持ちの方
は無料／市内の小・中学生は「学びの
パスポート」をご利用ください

関連企画

■アーティスト･トーク
　①10月22日・②29日、③11月５日
（日）午後１時～３時　講座室ほか／
各日先着60人／無料（観覧料が別に
必要）／内容は出品作家による過去
の作品を含めた自作の解説／出演は
①窪田美樹（彫刻家）・小林耕平（美術
家）・森本太郎（画家）、②大竹敦人（美
術家）・境澤邦泰（画家）、③豊嶋康子
（美術家）・松井　茂（詩人）
■講演会「コンセプチュアル・アート
とは何か～現在の美術に引き継がれ
るもの」

▽日程 10月21日（土）から12月24
日（日）
▽時間 午前10時～午後５時（入場
は午後４時半まで）
▽休館日  毎週月曜日
▽観覧料  一般600（480）円、大学・

　隔年で、将来性があり多摩地域にかかわりのある若手作家を発掘・育成・紹
介する府中ビエンナーレ。今回は、バブルが崩壊した1990年代初頭からの10
年間に本格的な制作活動を始めた作家たちに焦点をあて展示します。
　日本において価値観の多様化が急激に進んだ世代の作家たちは、より多く
の人にとって価値のある「美」を作り出すために、独自の制作方法を掲げ、そ
れを実現することを重視しました。こうした制作活動を展示公開し、この場
でしか共有できない「美」と「価値」の行方を探ります。
　問合せは、府中市美術館（３３６・３３７１）へ。

府中市美術館企画展

府中ビエンナーレ府中ビエンナーレ
　美と価値～ポストバブル世代の７人美と価値～ポストバブル世代の７人
府中ビエンナーレ府中ビエンナーレ
　美と価値～ポストバブル世代の７人美と価値～ポストバブル世代の７人
府中ビエンナーレ
　美と価値～ポストバブル世代の７人
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■災害時徒歩帰宅訓練　10月21日
（土）午前８時　都庁都民広場集合／
小雨実施／内容は朝日町防災倉庫
（朝日町３の16）など都内数か所にエ
イドステーション（徒歩帰宅困難者
支援所）を開設し、災害時の徒歩帰宅
を想定した訓練／問合せは日本赤十
字社東京都支部（03・5273・6744）へ
■武蔵府中青色申告会公開講座　11
月２日（木）午後２時～４時　中央文
化セン

ター／先着60人／無料／内容は年金
所得者のための税金基礎知識／講師
は東京税理士会武蔵府中支部税理士
／申込み・問合せは武蔵府中青色申
告会（362・8466）へ

■むさし府中商工会議所合同会社説
明会　10月23日（月）午前10時半～
午後５時　同会議所／対象はおおむ
ね、30歳以下で就職を希望する方／
無料／内容は企業による個別説明会
／記念品あり（先着100人）／問合せ
は同会議所（362・6421）へ
■愛児園まつり　11月３日（祝）午前
10時～午後零時半　府中愛児園／内
容は産地直送野菜の販売・模擬店ほ
か／問合せは同園（361・2726）へ
■建設ユニオン多摩中央住宅デー　
10月15日（日）午前10時～午後３時　
美好町公園／内容は無料住宅相談、
まな板削り、包丁研ぎほか／問合せ
は大山宅（360・1729）へ
■大正琴無料体験講座　10月19日・
26日（木）午後１時半～３時半　白糸
台文化セン

ター／講師は越智圭子氏（琴伝
流大正琴琴香会）／大正琴の無料貸
出しあり／申込み・問合せは高木宅
（361・5650）へ
■殺陣演劇集団高瀬道場「撃剣蹴
打！冬の陣」　12月24日（日）午後５
時　府中の森芸術劇場／入場料2940
円（全席指定）／出演は森　聖二、高
瀬将嗣ほか／演目は「新撰組池田屋
騒動」ほか／共催は府中文化振興財
団／問合せはガイズエンタティメン
ト（361・5568）へ／小学校入学前のお
子さんの入場不可
■フォルテ・ムジカ・ピアノ発表会　

10月22日（日）午後零時半　府中グリー
ンプラザ／無料／内容は市内のピアノ
教室で指導を受けている生徒の演奏と
よしうらけんじ氏（音楽家）によるパー
カッションの演奏／問合せは宮野宅（30
2・1967）へ
■硬式テニス中級者技術講習会　11
月19日（日）午前９時～午後４時　小
柳庭球場／対象は中級程度の20歳以
上の市民／定員60人（抽せん）／無料
／内容は基本とダブルスの戦術／講
師は岸上芳夫氏（日本テニス協会公
認Ｂ級指導者）／申込みは11月４日
（土）まで（当日消印有効）に、往復は
がきで久保寺眞司宅（〒183－0036
日新町２の19の56）へ／問合せも同
宅（362・4317）へ、夜間に
■親子あそび体験教室　11月17日
（金）午前10時～正午　りんごの部屋
（住吉町３の43）／対象は２・３歳児
と保護者／先着８組／費用500円／
内容は遊びを中心としたプログラム
で子育てを学ぶ／申込み・問合せは
同施設（03・5346・0307）へ
■レスポワール工房芸術展「レスポ
ワールド～光・音・土」　11月５日
（日）午前10時～午後５時・６日（月）
午前10時～午後８時・７日（火）午前
10時～午後３時　スタジオ＆ギャラ
リー「アダージョ」（八幡町２の10）／
無料／内容は精神障害のある方が製
作した絵画・陶芸作品の展示、コン
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　「ひろば」欄は、市民の皆さん

のグループ活動で、市が共催・後

援・協賛する催しや市内の会場で

行われる催し、新規に活動を始め

る団体の会員募集などを掲載しま

す。

　掲載内容は、当事者間で責任を

お持ちください。

　掲載の申込みは、発行日（１日・

11日・21日）の約１か月前まで（必

着）に、登録団体は登録窓口の課

へ、新規に活動を始める団体は市

役所２階広報課へ。

　問合せは、広報課広報担当（３

３５・４０１９）へ。

サートほか／問合せは同施設（367・
5080）へ

■多摩川護岸工事のお知らせ　期間
は平成19年３月まで／工事区間は稲
城大橋下流から調布市境／工事区間
では、府中多摩川かぜのみちを工事
関係車両が横切りますので、通行の
際はご注意ください／期間中は多摩
川緑地押立地区も閉鎖します／問合
せは京浜河川事務所工務課（045・50
3・4006）へ
■東京都最低賃金の改正　東京都最
低賃金が719円（１時間）に改正され
ました／月給制、日給制、時間給制な
どすべてに適用されます／問合せは
東京労働局賃金課（03・3814・5318）へ
■都立府中朝日養護学校公開講演会
　10月20日（金）午後２時～４時　同
校（朝日町3の14）／内容は軽度発達
障害の理解と高等部卒後の現状／講
師は川崎葉子氏（医師）／申込みは電
話、またはＦＡＸ（335・6113）で同校
教育相談室・藤尾あてへ／問合せも
同相談室・藤尾あて（335・6111）へ
■都立府中朝日養護学校学校公開　
11月１日（水）午前９時15分～正午　
同校（朝日町３の14）／内容は授業の
公開と懇談会／問合せは同校・教育
相談室（335・6111）へ
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　３６８・７９２１
観覧料　２００円（中学生以下１００円）

■星空観望会「エメラルド色の天王星
を見よう」
　10月14日（土）午後６時半～８時　当
館正門前集合／費用大人100円、中学生
以下50円／内容は季節の星と天王星の
観察／協力は府中天文同好会／雨天・
曇天中止（当日午後３時に決定）
■森のお話会
　10月14日（土）午後２時45分　旧越
智家住宅／内容は「ねずみの小判干し」
「かちかちやま」ほか／語りは十べえお
話の会

　３３６・３３７１

■公開制作～中ザワヒデキ「脳波ド
ローイング」
　10月21日（土）から12月24日（日）午
前10時～午後５時　公開制作室／無料
／内容は医療用の脳波計を使ったド
ローイング（線描）／作家来館は、10月
22日から11月12日の毎週土・日曜日の

午前11時～午後５時（10月28日、11
月11日・12日は正午から）／12月19
日（火）から24日（日）は連作「灰色絵
画」10点を市民ギャラリーで日本初
公開
■常設展ギャラリートーク
　10月21日（土）午後１時　常設展示
室／無料（常設展観覧料が別に必要）
／内容は常設展テーマ「みることの
よろこび～戦後から現在に至る足
跡」の解説／講師は当館学芸員／当
日直接常設展示ロビーへ

　３３５・６２１１

■プロムナードコンサート～メゾソ
プラノ＆パイプオルガン
　10月14日（土）①午前10時半、②正
午　ウィーンホール／各回先着500人
／無料／対象は①乳幼児と保護者、
②小学生以上の方／出演は野田美香
（パイプオルガン）、向野由美子（メゾ
ソプラノ）／曲目はビゼー…歌劇「カ
ルメン」よりハバネラ、レーガー…序
奏とパッサカリアニ短調ほか

　３６０・３３１１

■ふしぎ発見科学教室「いろいろな
ボール作り」
　10月21日（土）午後１時半～４時　
学習室／対象は小学３年生以上の方
／先着25人／費用300円／内容は
スーパーボールとスーパー土だんご
作り／協力は科学体験クラブ府中／
申込みは10月11日（水）午前９時から
当館へ（電話可）
■ベビーマッサージ教室
　11 月 22 日・29 日（水）、12 月５日

（火）・13日（水）①午後１時10分～２
時10分、②午後２時40分～３時40分
（各全４回）　託児室／対象は６か月
以下の乳児と母親で市民、市内在勤・
在学の方／定員各８組（抽せん）／費
用3200円（保険料、オイル代含む）／
内容はオイルを使ったベビーマッ
サージの実践／講師は川村弥生氏
（国際インファントマッサージ協会
公認インストラクター）／申込みは
10月30日（月）まで（必着）に、往復は
がき（１組１枚）に希望時間（①、また
は②）、住所、氏名、電話番号、乳児の
氏名・月齢、返信用あて名を記入し
て、当館へ

　３３０・２０１０

■みんないきいき介護予防健診
　12月１日（金）から７日（木）午前９

時、午後１時／対象は介護認定を受け
ていない65歳以上の市民／定員300人
（抽せん）／無料／内容は健診票による
質問と身体・体力測定／申込みは10月
31日（火）まで（必着）に、はがき（１人１
枚）に住所、氏名（ふりがな）、生年月日、
性別、電話番号を記入して、当セン

ターへ／健
診日時は後日通知

　・社会福祉協議会　３３４・３０４０
　・府中ボランティアセン

ター　３６４・００８８

■病気と福祉のわかりやすい話／Ｆ
　10月31日（火）午後１時半～３時半　
片町文化セン

ター／対象は市民／先着30人／
無料／内容は病気の話「生活習慣病の
治療と管理」…講師は松尾龍一氏（医
師）、福祉の話「介護保険制度と助け合
い事業について」／協力は府中市医師
会／申込み・問合せは社会福祉協議会
へ
■精神保健福祉ボランティア入門講座
　日時・会場・内容は下の表のとおり／
対象はこれから精神保健福祉関係のボ
ランティア活動を希望する方、または
精神保健福祉への理解を深めたい方
（市民、市内在勤・在学の方で全回出席
できる方を優先、講演のみの参加も可）
／先着50人／費用300円／申込み・問合
せは府中ボランティアセン

ターへ

◆精神保健福祉ボランティア入門講座◆
回 日　　　時 会　場 内　　　容

１ 11月２日（木）
午後１時半～４時

ふれあい会館

講演「精神保健福祉の現状、施設での
現状など」ほか

２ 11月９日（木）
午後１時半～３時半 講演「心の病気と障害を理解する」

３ 11月13日（月）から24日（金）
午前10時～午後３時 各施設 市内施設・病院でのボランティア体験

４ 11月30日（木）
午後１時半～４時

ふれあい会館

精神保健福祉ボランティア活動の現
状ほか

５ 12月７日（木）
午後１時半～３時半

講演「当事者との関わり方の基本とグ
ループ活動の経験談など」

※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。


